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日中遠隔協働授業における語学教育の実施とその評価  

林 俊成  

概要  

1，はじめに  

2」受業カリキュラムおよび実施環境の設計  

3，評価方法およびその結果  

4．まとめおよび今後の課題  

概要   

パソコンの処理能力の急速な向上と、ネットワークの急速なブロードバンド化をうけて、個  

人レベルでも国内外を問わず充分な音声と画質の動画を交換することができるようになった。  

そして、高性能な通信環境を背景に、ネットワーク上で遠隔地を結んで講義を行う環境が整え  

られ、外国語学習においても在外のネイティブ話者から直接講義を受けることも可能となった。  

中でもCSCLを中心に、コンピュータ・ネットワークを介して学習者間のコミュニケーション  

を密接に行う協調学習も盛んに行われ、より実態に近い学習環境の下で実践的な学習を行うこ  

とが容易に出来るようになっている。筆者らは、このマルチメディア語学学習環境の特性を最  

大限に活かす中日遠隔協働授業を実施してきた。この授業は、学生自らがネイティヴな言語を  

駆使して相手の学習を助け、学生同士で相互に討論会を行うと共に、1対1のコミュニケーシ  

ョンを実航し、さらに会話内容のディクテーション、見直しなどの作業をおこなうこと、によ  

って構成されている。本講義の特徴としては、討論を行う学生が講義の主役となり、その経験  

を共有して、お互いの学習言語を共学するという点が挙げられるが、具体的には、台湾の大学  

の日本語専攻学生と日本の大学の中国語専攻学生とで同じ時間帯に講義を開催し、共通のカリ  

キュラムの下で4回の討論会などを実施した。本論文は、この中日遠隔協働授業の実施にあた  

ってそのハードウェアとソフトウェア環境の説明を行い、その評価結果を述べるものである。  

評価にあたっては、ARCSモデルによる学生の動機づけおよび授業後アンケート調査で本授業  

に関する効果を測った。また、学生に与えた録音・ディクテーション課題の内容を分析し、言  

語運用の面における学生の進歩の度合いを計るとともに、学生の面接調査を行い、その感想を  

まとめた。   












































